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4 階 研 修 室

I .  特別講演

1 　 脳 血 管 障 害 と 漢 方

嶋田 豊（富山医科薬科大学和漢診療学）
近年, 日本で は高齢化社 会 が急速 に進 み , そ れ

に伴 っ て高齢者 の脳血管障害に対する対応が大き

な問題 とな っ て きて い る .

一

方, 和漢薬 は多臓器

に疾患を抱えがちで薬の 副作用も出現 しやす い 高

齢者にと っ て
, 好まし い 治療手段 の 一 つ と して 認

識さ れ つ つ ある . 今回は , こ れ ま で に 当教 室で 行

な っ てきた脳血管障害と関連した臨床的及 び基礎

的研究 の 成果 に つ い て, 特 に桂枝携苓丸 と釣藤散

を中心に紹介 し て みた い
.

漢方医学 で は癖血と いう概念があり , 最近 の 研

究によ っ て
,

こ の 癖血 と微小循環 が密接 に関連す

る こ と が明らかと な っ て きた . 即ち, 癖血 の 重症

度と血 液粘度, 赤血球集合 能, 赤 血球変形能な ど

の 血液 レ オ ロ ジ ー 因子が相関 し, 駆 癖血剤 で ある

桂枝萩苓丸は
, 癖血病態を改善する と同時 に血液

レ オ ロ ジ ー 因子も改善す る こ と が分 か っ て きた .

さら に, 基礎的研究によ っ て , 桂枝携苓丸 の 血 液

弛緩作用, 抗動脈硬化作 用, 神経細胞保護作用等

が確認され て い る .

我々 は以前,
プラ セ ボを対照と した 臨床試験 に

よ っ て , 脳血管性痴呆に対する釣藤 散 の 有効性を
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報告 した ･ その 作 用機序 に関す る研究 に よ っ て
,

釣藤散 の 微小循環改善作用 ,
血液 レ オ ロ ジ

ー

因子

改善作用 , 血 管弛緩作用 , 血管内皮機能保護作用 ,

神経細胞保護作用等が明らかとな っ た .

脳血管障害患者さ ん に漢 方治療 を行う 際 には
,

癖血を微小循環 の 改善を基本 と し, 同時に個 々 の

患者さ ん特有 の 随伴症状 の 改善を 目的と した治療

が好まし い と考える .

2 　 江 戸 時 代 の （ 漢 方 ） 医 学

小曽戸 洋（北里研究所東洋医学総合研究所）
近世 日本漢方隆盛 の 端緒を開 い た泰斗は曲直瀬

道三 である . 道三 は金元明 の 医学を 日本 に定着 さ

せた 人物 で , 主著 に ｢ 啓辿集+ が あ る . 養嗣子玄

朔をは じめ,

一

門によ っ て 引き継が れ た 曲直瀬医

学は とりわけ江戸 前期 に盛行 し, 江戸 末期 に及 ん

だ･ こ の流派を後に興 っ た古方派に対 して 後世方

派と呼んで い る .

江戸中期以降の 日本漢方界は ｢ 傷寒論+ を信奉

する流派,
い わゆる古方派に よ っ て 大勢 が 占め ら

れ るようにな っ た . それ は い たずら に陰陽五 行 ･

運気説 に拘泥する金元流に対する批判か ら起 こ っ

たもの と い わ れるが, 実はその 端緒は中国にある .

しか し実用を重んずる日本人は
,

こ の 流派を大 い

に支持 し, さら に徹底 的に議論を展 開 して 簡素化

を推 し進め た .
こ の古方派に属する 人々 に名古屋

玄医, 後藤艮山, 香川修庵
,
山脇東洋, そ し て 吉益

束洞な どが い る . と くに東洞は万病 -

毒論を説き,

｢ 類衆方+ ｢ 薬徴+ な どを著 した . 日本漢方の モ ッ

ト ー とする方証相対説は こ こ に根 ざして い る .

流派を問わず臨床に有用も の は享受する と い う

柔軟な グ ル ー プもあ っ た . 折衷 派と い う . 和 田東

郭, そして幕末か ら明治前期 の 漢方界 の 巨頭と し

て知 られた浅田宗伯は その 代表 的人物 と い え る .

蘭学 と の 折衷をはか っ た華同音洲もそれ に属する

で あろう .

一

方, 江戸末期 には多紀元簡 . 元 堅 に代 表さ れ

る考証学派も活躍し, 明治 に入 っ て その 業績 は 中

国に逆輸入 され
, 高 い 評価をうけた .


